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基礎天端

▼
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▼

▼
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最高軒高

▲
水下

▼
2SL
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2SL
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▼
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▼

▼
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2FL
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中ボルト（強度区分 6.8）

構 造 設 計 標 準 仕 様 適用は　　印を記入する。

　１．建築物の構造内容

（１）　工事名称　

　　　　建築場所

（２）　工事種別　　

（３）　構造種別

補強コンクリ－トブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ）

壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＷＰＲＣ）

　　　　　木造

　　　　　鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ）

　　　　　鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）

　　　　　プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（ＰＲＣ）

（６）　屋上付属物

（７）　特別な荷重

（１０）　構造計算ルート　　　Ｘ方向ルート　1－（　2　）　　　Ｙ方向ルート　　1－（　2　）

　２．使用構造材料

　（１）　コンクリート

適用箇所

捨コンクリ－ト

土間コンクリ－ト

基礎

種類 設計基準強度Ｆｃ＝N/mm2 スランプ　㎝ 備考

普通

普通

普通、

　（３）　鉄筋 種　類 継手工法使用箇所径

異形鉄筋

丸　　　　鋼

溶接金網(JIS G 3551)

SD295A

SD295B

SD345

種　　　　類

　（４）　鉄骨

SS400

現場溶接 備　　　考

有

　（５）　ボルト

高力ボルト　　大臣認定番号（MBLT-9030 同等品）

普通：Ｆ８Ｔ

頭付スタッドボルト

　（６）　屋根、床、壁

ＡＬＣ版 厚　100

折　版

合成スラブ

床パネル

外壁：防火サイディング ｔ＝16

Ｈ＝ 厚

厚EZ50

（１）　地盤調査資料と調査計画

（２）ボ－リング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

10 20 30 40 6050

標準貫入試験土質深度 Ｎ値
調査地番

位置図

支持地盤、地層及び深さに

　ついてのコメント

孔内水位

　設計ＧＬ－　　　ｍ

近隣デ－タ－の調査地番と

　設計地番とは約　　ｍの距離

　がある。

備考

　３．地盤

　４．地業工事

　５．鉄筋コンクリ－ト工事

（１）　コンクリ－ト

（２）　鉄筋

（３）　型枠

　材料　　　合板厚　１２㎜を標準とする。

　型枠存置期間

セ
メ
ン
ト

の
種
類

存
置
期
間
の

平
均
気
温

コ
ン
ク
リ
｜
ト

の
材
令

注）２　大ばりの支柱り盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱り盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

　６．鉄骨工事

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

　社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（２）　工事監理者の承認を必要とするもの

認定または登録工場（　　　　　　グレ－ド　　　　　　都登録　　　　　ランク）

材料規格証明書または試験成績書

　　　（　　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

建方検査　　　　　　

（３）　工事監理者が行う検査項目

（４）　接合部の溶接は下記によること

　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工偏」

（５）　接合部の検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）　　　　　　

検査箇所 検査方法
検査率または検査数

社内 第三者 工事監理者

完全溶込み溶接部

超音波探傷試験

外観検査（※）

マクロ試験・その他

％　個

第三者検査機関名

第三者検査機関名とは、建築主、工事監理者または、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

検査会社をいう。

　注）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと。

（６）　防錆塗装

（７）　耐火被覆の材料

　７．設備関係

　８．その他

（８）　付帯工事

（５）　主要用途

（４）　階数

新築

（９）　増築計画　

　　門塀　　　　　    擁壁　

エレベ－タ－　　　　人乗（ロ－プ式、油圧式）

特殊：Ｓ１０Ｔ   　  認定品（

有　（　　   敷地内　　　  近隣） 無

製作工場

鋼材

社内検査表

現寸検査

Ａ種

アンカ－ボルト

高架水槽　　　　　　ＫＮ キューピクル　　　　　　ＫＮ 広告塔 煙　突

普通

軽量

軽量普通、

普通、 軽量

混和材

2品質管理強度Ｆｑ＝N/mm

　（２）　コンクリートブロック（ＣＢ）

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

（　　　　　　　　　　　）

BCR295

SNR400B

SSC400

無

無有

有 無

無有

有 無

使用個所の詳細については別途図示とする。

φ＝　　　　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　　　　　使用個所（

φ＝　　　　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　　　　　使用個所（

Ｍ　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　　　　ナット（

M12　M16　M20

高力ボルトすべり係数試験  要

高力ボルトすべり係数試験

3

短期（18N/m㎡）

有 有 無、超音波試験 無有

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、 Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）とする。

　施工はＪＡＳＳ５による。

備考

（都知事登録第　　　　　　号）

　注）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

地名地番：神奈川県川崎市幸区南加瀬2358-1、2358-4の一部

倉庫

21

18

21

18

18

1818

D16以下 基礎

以上

以上

88 0.6

D19以上

梁・プレート

柱

（調査予定　　　　有　　　　  　無　）

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験掘（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディング

資料あり 調査計画調　査　項　目 調　査　項　目 調　査　項　目

現場透水試験

平板載荷試験

土質試験

静的貫入試験 標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

調査計画資料あり 資料あり 調査計画

注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに　　　を記入する。

注）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

3

（施工方法等計画書） （施工方法等計画書）

　鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

内質検査（注）

外観検査（※）

％　個 ％　個

％　個 ％　個 ％　個

％　個 ％　個 ％　個

％　個 ％　個 ％　個

個 個 個

（注）東京都の要綱に基づき、必要となる建築物の場合に実施する。

有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　 無

隅肉溶接部

梁

増築 増改築 改築

リフト　　　　ＫＮ ホイスト　　　　ＫＮ

倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡ 受水槽　　　　ＫＮ

厚Ｂ種 Ｃ種 １００ １２０ １５０ １９０

Ｍ12 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22

シングル ダブル）

ダブル）シングル

柱 大梁 小梁）

小梁）大梁柱

 否　　

 否　　
 要

製作要領書 工作図 施工計画書

高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

組立・開先検査 製品検査

(SGLCC)

ダブル）シングル以上 27Ｍ　　　　Ｌ＝　　　　ｍｍ　　　　ナット（SNR400B 20d

タンバックルブレース

100

ダムウェーター　　　　ＫＮ

30

未定

（フック付）

（フック付）

(JIS G 3138)

（JIS A 5308）2003年版にも対応するもの

(JIS G 3112)

２　地下　　　　階　　　　地上　　　　　　階　　　　　　　塔屋　　　　階

※品質管理強度  Fq＝max(Fc,Fd)

標準（24N/m㎡） 長期（30N/m㎡） 超長期（36N/m㎡）

基礎

(SDP1TG)1.2

（１）　直接基礎　

（２）　杭基礎

杭　種 材　料 杭　種 備　考

　ＲＣ 　ＰＲＣ

　ＰＨＣ Ｈ鋼

　鋼管 　摩擦杭 鋼材 SS400 STK400

　打ち込み

　埋込み（セメントミルク工法）

　現場打ち
コンクリ－ト杭

コンクリ－トＦｃ＝　　　　Ｎ／mm

セメント量　　　ｋＮ／ｍ

　　　　ＨＯＯＰ　ＳＤ

鉄筋　　　主筋　　ＳＤ

　リバ－スサ－キュレ－ション

手堀

機械堀

年　　月　　日

拡底杭

日本建築センタ－認定

第　　　　　号

年　　月　　日

杭径（ｍｍ） 設計支持力（ｋＮ） 杭の先端の深さ（ｍ） 本数 特記事項

　ベタ基礎

深さ　　ＧＬ－　　ｍ　　　　　　支持層－

ＰＲＣ（

　オ－ルケ－シング

　ア－スドリル

　ＢＨ　　　  深礎　　

3

試験杭　　   （

長期許容支持力度　　　　　　ＫＮ／㎡

 試験掘

載荷試験

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種）

）Ｃ種Ｂ種Ａ種ＰＨＣ（

3

スランプ

有 無

無有

支持層－

布基礎 独立基礎

　ミニアース

拡底杭

杭施工結果報告書

（　　    打ち込み・ 有・ 無） 載荷）　　　　　　　　本

SN490C ダイアフラム

1

Ｒ2Ｆ床 18 18 18

別紙地質調査報告書による

回転貫入鋼管杭（G-ECSパイル工法）

障害福祉サービス事業所　どりーむ建替工事

6

住居表示：神奈川県川崎市幸区南加瀬3-4-7

50

1.2

100 30

一級建築士大臣登録第103960号
金子　久男



（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号　　

　　　　　ｄ･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径　　Ｄ･･･部材の成　　Ｒ･･･直径

　　　　　ＳＴ･･･あばら筋　　ＨＯＯＰ･･･帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度

図

鉄筋の余長 ４ｄ以上 6ｄ以上(※4ｄ以上) 8ｄ以上(※4ｄ以上)

ｄ

Ｒ

余長

ｄ

Ｒ

余
長

ｄ

Ｒ

余
長

折まげ角度９０°はスラブ筋・壁筋

の末端部またはスラブと同等に

打込むＴ形およびＬ形梁の

ｄ

8
ｄ
以
上

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ

ｄ

Ｒ

ｄ Ｒ

図
鉄筋の使用箇所

による呼称
鉄筋の種類

鉄筋の径による

区分

鉄筋の折り曲げ

内法寸法（Ｒ）

スパイラル筋

あ ば ら　筋

帯　　　　筋

上記以外の鉄筋 ＳＲ235、ＳＤ295Ａ

ＳＲ235、ＳＤ295Ａ
１６φ

Ｄ１６
以下

１６φ

Ｄ１６
以下

１９φ

Ｄ１９

１９φ～２５φ

Ｄ１９～Ｄ２５

２８φ～３２φ

Ｄ２９～Ｄ３８

以上

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

定着の長さ

一般　（Ｌ　）2

下ば筋（Ｌ　）3

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｌ　）1
鉄筋の種類

ＳＲ235

ＳＤ295Ａ

ＳＤ295Ｂ

ＳＤ345

普通、軽量コン

クリ－トの設計

基準強度の範囲

40ｄまたは

つき

つき

つき

15ｃｍ以上

10ｄかつ

スラブ小梁

40ｄまたは

45ｄまたは

継手

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。

１．末端のフックは定着および重ね継手の長さに含まない。

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

ガス圧接形状

θ

３ｍｍ以上

ｄ 1.4ｄ以上

圧接面 圧接面

ｄ／5以下

ｄ／4以下

圧接面

圧接継手

ａ≧400 1.5Ｌ1以上

Ｌ1 Ｌ1

約0.5Ｌ1

重ね継手（下図のいずれかとする）

（４）かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

　ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり

　厚さが部分的に減少する箇所についても

　最小かぶり厚さを確保する。

かぶり厚さ

部位
設計かぶり厚さ

（ｍｍ） （ｍｍ）

最小かぶり厚さ

土に接しない部分

土に接する部分

屋根スラブ

床スラブ

非耐力壁

柱

はり

耐力壁

擁壁

基礎・擁壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

屋内

屋外

屋内

屋外

３０

４０

４０

５０

５０

５０

７０

３０

３０（２０）

４０

４０

６０

(1)

４０  （３０）(1)(2)

(3)

(4)

(4)

注　（１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　３０ｍｍとすることができる。

　　（２）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　４０ｍｍとすることができる。

　　（３）コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

　　　　　を受けて４０ｍｍとすることができる。

　　（４）軽量コンクリ－トの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

　　（５）（　）内は、仕上げがある場合。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）
（５）鉄筋のあき

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

間隔 間隔

あきｄ0 ｄ0 あきｄ ｄ

（６）鉄筋のフック （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

　ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋　ｃ．煙突の鉄筋

　ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

　ｅ．単純梁の下端筋

　ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

（１）ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

φ
コンクリ－ト止め板

φ
Ｌ
2

ＨＯＯＰ＠150

補強筋

基礎下端

φ

1
.
5
φ

Ｌ
2

3-D16

45°

基礎下端

ＨＯＯＰ＠150

1
5
0

但し　≦φの場合

　＞φの場合は工事監理者の指示による

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

 

杭　径

補強筋

ＨＯＯＰ

300φ、350φ 400φ

6-D13 8-D13

450φ 500φ 600φ

10-D13 8-D16 10-D16

D10-＠150

150

（２）現場打ちコンクリ－ト杭

φ

杭
主
筋
40
ｄ

杭間隔は２×φかつφ＋1,000以上
φ

杭頭処理

Ｃ

4
5ｄ

重
ね
継
手

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

10ｄ又は重ね継手40ｄ

スペ－サ－
フラットバ－＠3,000

（各４ヶ所）

主筋のかぶりは

１００以上とする

へりあき200以上

ハツリ部分

（１）直接基礎

ｂ ａ ｂ

45°

捨フ－プ
Ｄ1

ｄ Ｄ

斜め筋　３－Ｄ13以上

ベ－ス筋

ａ－Ｄ1＋2ｄの範囲

主筋間隔は200以下

ｂの範囲

主筋間隔の1.5倍かつ

300以下

（２）杭基礎

フック付

かぶり厚さ

2
0ｄ

以
上

フック無し

2
0ｄ

以
上

余長4ｄ

20ｄ（両側）

Ｃ Ｃ

40ｄ（片側）

（３）べた基礎

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

Ｌ2

≧
1
5ｄ

Ｌ
2
ｏ
ｒ
Ｌ
3

2

1

7
0

4
0

ａ
１

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう。

　　但し上筋と下筋を読みかえる。

２．　　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。１

　 ２３．　　の鉄筋はＤ１３以上とする。

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする。

（４）基礎接合部の補強

45゜～60゜

Ｌ
1

Ｌ2

Ｗ1

2-D16以上

500＜Ｈ≦1,000Ｈ

Ｌ
2

Ｌ
2

※
※
※

※※※

300

3
-
D
13

梁
幅

Ｈ≦500は※印筋は不用とする

Ｌ1

Ｗ1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

（１）独立基礎、杭基礎の場合 （定着、継手）

Ｌ
2Ｌ

2

Ｌ2Ｌ2

Ｌ2
15ｄ 15ｄ

外端部 内端部

（継手範囲）

（定着、継手）（２）布基礎、べた基礎の場合

20ｄ 20ｄ

外端部 内端部

※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる。

Ｌ115ｄ 15ｄ

Ｌ
2

Ｌ
2

※ ※

Ｌ2

Ｌ2

上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

（３）小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

ジベル）による、おさまりに注意する。

鉄骨柱Ｄ

主筋

Ｄ以上

地中梁上端筋

主筋

H
O
O
P

＠
1
5
0

30～50

150以上

Ｌ
1

30～50

H:主筋の25dかつ

125以上

鉄骨柱Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

＠
1
0
0

ベ－ス下の施工を慎重にする

地
中
梁

加工要領図

Ｄ＝１，５００を超える場合

Ｄ

イ

8
ｄ

8
ｄ

イ の拡大図

（１）柱主筋の継手

標
準
1
,
00
0

ｈ
0
／
4

ｈ
0
／
4

ｈ
0
／
2

圧接継手

ｈ
0
／
4

ｈ
0
／
4

ｈ
0
／
2

ｈ
0

重ね継手

（２）柱主筋の定着

ｈ
0
／
2
+
1
5
ｄ
 
Ｌ
2

ｈ
0

4
0
0
以
上

4
0
0
以
上  
Ｌ
2

 
Ｌ
2

Ｌ1 150以上

ｈ
0

ｈ
0
／
2
+
1
5
ｄ
 

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

並びに梁のせいが小さく、設計応力

に対して必要な定着長さが不足する

箇所に付ける。

継手の好ましい位置

（３）帯　筋

Ｄ

第１帯筋

第１帯筋

150以下

150以下

〃

〃
Ｐ1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｐ1

柱１．第１帯筋は、梁づらに入れる。

柱２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

柱３．フックおよび継手の位置は、

　　　主筋の位置をさける

　　　交互とする。

5ｄ

2ｄ 2ｄ

 

135゜

□　型

　　型

日　型

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）イ ロ ハ

Ｌ

15ｄ

12ｄ

12ｄ

Ｌ

12ｄ

末端部の添巻は1.5巻以上

とする。

Ｌは50ｄ以上かつ30ｃｍ以上とする。

8
ｄ

6ｄ

6ｄ

4ｄ

6ｄ

10ｄ以上

5ｄ以上

（４）斜め柱・斜め梁

○ 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○ 柱幅と斜材幅が異なる ○ 柱脚で斜材となる

1

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

1
.
5
Ｄ

柱Ｄ

柱１．1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。

柱２．　　の鉄筋は2-Ｄ13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。1

1

Ｌ
２

Ｌ
２ 1
.
5
Ｄ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

梁
Ｄ

Ｌ
２

1

1

柱Ｄ

（５）絞り

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

1
0
0

1
0
0

Ｄ

ｅ

6ｄ

6ｄ

ｅ≦Ｄ／６

6ｄ

15ｄ

4
0
0

Ｌ
2

ｅ

Ｌ
1

Ｄ

ｅ＞Ｄ／６

（６）二段筋の保持

ａ

ａ
ａ

ａ

4ｄ

6φ－＠1,000

ａ

4ｄ

ａ

ａ＝1.5×（呼び名の数値）

6φ－＠1,000

（注1　計算によらない場合である）

　　　　　＠･･･間隔　ｒ･･･半径　Ｃ･･･中心線　　ｏ･･･部材間の内法距離　ｈｏ･･･部材間の内法高さ

１８０゜ １３５゜ ９０゜

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０°以下

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345

図の　　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

柱

梁

丸　鋼異形鉄筋

1
00
以
上

8
0
0
～
1
,
00
0

余
盛
コ
ン
ク
リ
－
ト

Ｃ

※印筋はＤ10－＠200とする。

 0／4  0／2  0／4

Ｌ1

　0

　0／4 　0／2 　0／4

※ ※

Ｌは中間部50ｄかつ300以上

 0

B.PL下端

Ｂ．ＰＬ下端

　は片面溶接 10ｄ

両面溶接 5ｄ以上

2

４．Ｄ１９以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない。

1
0
0

ＳＤ３４５のＤ１６以下は　３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上
※片持スラブ上端筋の先端

キャップタイ

キャップタイにのみ用いる。

（Ｎ／ｍｍ ）

21～26

18以下

21～36

18以下

35ｄフックつき

45ｄフックつき

30ｄフックつき

25ｄフック

25ｄまたは

15ｄフック

15ｃｍフック
35ｄフックつき

45ｄフックつき

30ｄフックつき

35ｄフックつき

θ＞８０

1.1ｄ以上

２０

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

柱Ｄ

埋込み長さｈ

埋
込
み
長
さ
ｈ

埋込形

ＨＯＯＰ 2-D13以上

ＨＯＯＰ 2-D13以上

根巻形

（５）せいの高い梁のあばら筋

Ｌ l

2.5D以上又は

計算上必要な長さ

HOOP
2-D13以上

鉄骨柱2Ｄ以上 地中梁下端筋

割裂防止用Ｕ字筋

（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）

注1

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

1

6～8

2－Ｄ　※ {
}
 
※
　
2
－
Ｄ

※一般のあばら筋と同様

のものを２本束ねる

　　（６）土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。

柱、梁の定着L2以上が確保されない

場合はかご鉄筋で補強、または特記

により補強する。

パ
ネ
ル
部
分
は

0
.
2
％
以
上
と
す
る

ハ
ン
チ

梁
幅

ハンチ梁幅ハンチ

40ｄ以上

125以上

Ｈ

一級建築士大臣登録第103960号
金子　久男



（１）　定着

一般階

最上階

Ｌ
2
＋
5
ｄ

　0／4 15ｄ

20ｄ

Ｌ2

ａ 大梁

ｂ 小梁の定着

Ｌ2＋5ｄ

Ｌ2＋5ｄ

Ｌ2

Ｌ2

　0

Ｃ
つりあげ筋
（梁主筋を折曲げるとき）

Ｌ2

Ｌ
2
＋
5
ｄ

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする。

Ｄ

柱幅

Ｌ2

※

フック付

1
5
0
以
上

※柱幅が大きくて、直線部だけで

Ｌ2がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテ－ル長150

以上又は180゜フック付とする。

20ｄ 20ｄ

15ｄ15ｄ Ｃ

 0

　0／4　0／6

B

1/4B 3/4B

Ｌ2

25ｄ

斜めでもよい

斜めでもよい

下向きでもよい
連続端

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

θ＝45°平面

正面

正面

片
持
梁
筋
折
り
下
げ

Ｌ2

平面

あばら筋

を入れる

25ｄ

15ｄ Ｌ1

先端 端部

 0

　0／4 　0／2 　0／4

は継手の

好ましい位置

（３）　あばら筋、腹筋、幅止め配置 つりあげ筋

印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

6ｄ

ａ ｂ

8
ｄ

6ｄ

8
ｄ

6ｄ

ｃ

6ｄ

6ｄ

4
ｄ

　（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

　　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

　　（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

4
ｄ

ＳＲＣの場合

（５）　幅止め筋の本数、加工

4
ｄ

4ｄ

Ｄ

腹筋

幅止め筋 Ｄ10（9φ）＠1,000以内で割り付ける

Ｄ＜600 不要

1
8
0
゜
曲
げ

幅止め筋

（１）　定着及び継手

ａ 片持床スラブ

ｂ 一般床スラブ

Ｌ2 75～100

60

25ｄ

 x

 x／4

ＡＣ Ｃ

ＡＣ Ｃ

Ａ ＡＢ  y

15ｄ

15ｄ

肩筋Ｄ13以上

10ｄかつ150以上1
0
ｄ
以
上

Ｌ2
Ｄ13

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向

継手位置は原則として下表による。

 x
／
4

 
x
／
4

（２）　屋根スラブの補強

※

 

 

 ＝1,500とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※印の箇所（入隅）は各階補強する

（３）　片持ちスラブの出隅部補強

 

（４）　床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）

周囲補強筋

Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ
1

斜め補強筋

  　　Ｄ≦150

床板厚さＤ 周　囲 斜　め

2Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１

孔と孔のへりあき100以上

注）設備の小開口が連続してあく場合は、

よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を

開口をさけて補強する。

縦、横、斜め補強筋とは別に開口に

（５）　床板段差

Ｄ

2Ｄ

Ｌ1
全断

Ｄ13

Ｄ
以
下

Ｌ1

バ－サポ－ト

全断

Ｄ

Ｌ1

Ｌ1

2Ｄ
Ｄ10＠150

Ｈ

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

（６）　土間コンクリ－ト

ａ　軽作業の土間

600

Ｄ１３

Ｄ
Ｄ

300 150

（７）　釜場

ダメ穴打継面について（８）　打継ぎ補強（　　　　　　　　）

無筋部分Ｄ１０－＠200　長さ800以上

Ｄ１０＠200

折曲Ｄ１０＠200

Ｄ13＠200ダブル

Ｄ１０＠150 Ｌ
1

2-D16250

1200×600以下
Ｌ1

2-D16

2
0
0

（１）　定着

Ｌ
2

ａ
Ｌ
2

ａ　梁に

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

ｃ　床に （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

Ｌ
2

L
2
か
つ
中
心
線
を

超
え
る

150程度
ｂ　柱に（平面図） 超える

150程度

Ｌ
2

Ｌ2
縦筋は、柱面に

一本目を配置する。

Ｄ13

Ｄ13

Ｌ2

スラブに上端筋がある場合

Ｄ13

Ｄ13

Ｌ2

スラブに上端筋がない場合

1,000

1,000

イ

イ受筋Ｄ10

受筋Ｄ10

イ　は壁配筋と同じ

ｄ　壁と壁（平面図）

Ｌ2

Ｌ
2

Ｄ13

シングル配筋

Ｌ2

Ｄ13

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ2

ダブル配筋

2-Ｄ132-Ｄ13

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ2

（２）　スリット部 （設計図に記入があるとき）

ｔは階高の1/100程度

（３）　手摺、パラペット

1
0
0
以
下

Ｈ

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ16

各 2 - Ｄ16

各 2 - Ｄ13

各 1 - Ｄ13各 2 - Ｄ13

各 2 - Ｄ13

各 2 - Ｄ19

1,200≦Ｄ　　　　Ｄ10（9φ）　　＠300以内

900≦Ｄ＜1,200　 4-Ｄ10（9φ）　２段

600≦Ｄ＜900　　 2-Ｄ10（9φ）　１段

ａ　補強筋は各3-Ｄ13又はスラブ主筋の同一径で

Ｄ13
手摺

パラペット

Ｈ
Ｌ
1

1
0
0
以
下

Ｌ
2

150以上

Ｄ10＠200

Ｄ13

Ｄ10＠200ダブル

Ｌ
1

Ｌ
2

120以上

Ｌ2 但し、Ｈ＞800以上の場合

設計図による

（４）　コンクリ－トブロック帳壁

ｔ

Ｌ
1

ｈ
0

Ｌ2Ｌ2

Ｄ13

Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠600

Ｌ2Ｌ2

Ｌ
1

ｔ

Ｌ
1

ｈ
0

Ｌ2Ｌ2

Ｄ13

Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠600

Ｄ13

Ｌ2Ｌ2

ｈ

Ｌ
1

Ｄ13

Ｄ10＠400

Ｄ10

Ｄ13

増打する時は事前に設計者、

及び工事監理者と打合の事

（１）　柱

※

※柱と同径、同ピッチとする。

印は補強筋
※

ハッチ部分の面積Ａ㎝ 2

補強タテ筋

Ａ＜500 500≦A＜1000 1000≦A＜1500

3-Ｄ16 4-Ｄ16 6-Ｄ16

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

300 ａ

3
0
0

ａ

ａ≦200

巾止め筋

300 ａ

補強筋

Ｄ10

補強筋

あばら補強筋

Ｄ

3
0
0

ａ

補強筋 あばら補強筋

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ16以上）

　とする。

　とする。

・腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・Ｄ≧400の場合は、補強筋３本とする。

・ａは、100～200程度。

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

（１）　設置可能範囲

Ｄ／3

　0／4 　0／4　0／2

望ましい範囲

梁端部（スパン　／10以内かつ2Ｄ以内）は避ける

Ｄ

（φ1＋φ2）×3／2以上

φ1 φ2

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は、設計者又は工事監理者と

打合せの事。

（２）　鉄筋標準配筋 但しφ≦Ｄ／3とする

（３）　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せの事）

φ φ φ

80≦φ≦100 100＜φ≦150 150＜φ≦250

タテ筋　ＳＴ 2 -Ｄ13－＠50

横　筋　 2 -（2-Ｄ13）

折　筋 　2 -（2-Ｄ13）折　筋 　2 -（2-Ｄ13）

横　筋　 2 -（2-Ｄ13）

上・下タテ筋　ＳＴ 2 -Ｄ13-＠50

タテ筋　ＳＴ 2 -Ｄ13－＠50

2
5
0
以
上

2
5
0
以
上

45゜

Ｌ
2

φ

2φ 2φ

Ｌ2

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は左記

の位置、寸法によらな

くても良い。

※
※

Ｄ

　　　　□　リング型　　　　□　パイプ型　　　□　金網型　　　□　プレ－ト型

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋

　標準図（１）の２－（３）による。

柱幅が大きい場合

Ｃ

最終端

ｃ 片持梁の定着

（４）　あばら筋の型

150＜ Ｄ ≦200

200＜ Ｄ ≦300

ｂ　間仕切壁との交叉部

設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ1以上

一般の場合 下部防水立上りのある場合

注）ｈ0≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注）継手部は必ずモルタルをてん充する事。

300 ａ

・梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

斜　筋 　4 -（2-Ｄ13）

Ｌ
2

0

 x／4

 

 

 

2 0／3

　0／4

（注、床版がない場合は135゜以上のフックとする）

腹筋

 1／２ Ｌ1

 
 
1
／
２

Ｌ
1

Ｌ
3

1

2

一般床版配力筋

出隅部分の補強筋

注：　1≧  2とする。

（出隅部分補強配筋）

補
強
筋
の
定
着

　1／２

　
1／

２

1

2

注：　1≧  2とする。

（出隅受け部配筋）

出隅受け部

出隅部

Ｌ2かつ中心線を

完全スリット

スリットの鉄筋のかぶり厚さは

2-(4)かぶり厚さの表、最少かぶ

り厚さ以上とする。

Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２

Ｄ10＠200ダブル

タテ筋　ＳＴ 2 -Ｄ13

（２）　梁

（
つ
な
ぎ
部
の
中
間
に
上
端
筋
は

Ｄ
１
３
、
下
端
筋
は
Ｄ
１
０
を

設
け
る
）
出
隅
部
分
の
補
強
筋

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

（１）　柱、梁 （２）　地中梁 （３）　床版、壁

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

かつ７㎝

部分スリット
Ｄ１０＠４００程度

シーリング材使用

2
84
.2

シーリング材使用

Ｄ１０＠４００程度

ｔは階高の1/100程度

9
4.
7

Ｄ
（
柱
隅
）

311.1 475.7 475.7311.1

（２）　大梁主筋の継手

上・下タテ筋　ＳＴ2-Ｄ13-＠50

2φ：スターラップ補強範囲

ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

≧
Ｌ
1

5
0 ≧

Ｌ
1

5
0

50

≧Ｌ1

≧Ｌ1

50

4
2
6
.
3

250t250250250 ｔ

B

L
1

≧Ｌ1

50
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（ａ）　構造設計仕様による

（ｂ）　適用範囲は鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）　高張力鋼のひずみ　きょう正は、冷間きょう正とする

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（３）　高力ボルト接合

（４）　溶接接合

　　　

（ａ）　溶接技能者

溶接技能者は、施工する溶接に適応するＪＩＳ Ｚ3801（手溶接）又はＪＩＳ Ｚ3841（半自動溶接）の溶接技

（ｃ）　溶接方法

（イ）　交流ア－ク溶接機　300Ａ～500Ａ

（ロ）　ア－クエア－ガウジング機（直流）

（ハ）　サプマ－ジア－ク溶接機１式

（ニ）　炭酸ガスア－ク半自動溶接機　

（ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ヘ）　溶接棒乾燥機

ア－ク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）

（ｂ）　溶接機器

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）　

ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）　

（ｄ）　溶接姿勢

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）仮付位置

仮付溶接は、溶接の始め、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 仮付良 仮付不良 仮付良

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ずつり側に施工する。

裏はつり側にする。

仮付溶接

開先面
開先面

（ｆ）　溶接施工

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上

　　母材より10mm程度残し切断して、グライダ－仕上げとする

　　又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ）フレス鋼板タブ、固形タフ使用については、資料を提出して設計者

ｔ

35mm以上

かつ２ｔ以上

　　ＮＧＣ、ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、溶接終了後、 エンドタブ

（イ）エンドタブ

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上とする

（ハ）スカラップ半径は30～35mmと、10mmのダブルアールとする

（ロ）裏あて金

（ホ）裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分はすべて、溶接監理者の確認を励行し、

部材に確認マ－クをつける。

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障ない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に、

養生を行う。

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない。

ｔ2

ｓ

ｓ ｓｔ1

ｓ

ｔ

ｔ≦16mm

7以下 8～10 11～13 14～16

6 7 10 12

●　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

●　ｔはｔ1、ｔ2の小なる方とする

余盛は（1+0.1ｓ）mm以下とする

●　軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

とする事が望ましい

1

（１）スミ肉溶接

（２）部分溶け込み溶接 （使用箇所に注意）

2

ｓ

ｓ ｓ

ｔ

D1D1

G=0

θ＝60゜θ＝60゜

ｔ1

ｔ ｔ≦16mm

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

Ｄ１≧ｔ／3 ｔ／4≦Ｓ≦10mm

ｔ≦ｔ1

3

（３）完全溶込み溶接 （平継手　Ｔ形継手）

θ＝45゜

ｆ

ｆ

Ｒ≦2 ｔ

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

●　両側に補強スミ肉溶接を付加する

●　両側に補強スミ肉溶接を付加する　ＡＧＧ

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｆ＝ｔ／4

6＜ｔ＜19mm

4

ｆ

Ｒ≦2
ｔ

●　補強スミ肉溶接を付加する　

（４）フレア－溶接

25mm以上
Ｌ

ｔ1

G

θ ｆ＝ｔ／4

ＭＣ ＮＧＣ ＧＣ

ｔｍｍ

12≦ｔ＜16

6≦ｔ＜12

16≦ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

θ G ｔ1 Ｌ θ G ｔ1 Ｌ

45°

35°

35°

 6  6

 9

 9

 9

 9

 5

 8

 8

 6  6

 9

 9

 9

 9

 5

 8

 8

45°

35°

45°

5

ｆ

Ｒ≦2 ｔ

●　両側に補強スミ肉溶接を付加する　

●　ＡAＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

θ＝60°

θ＝45°（55°）

1/3ｔ

2/3ｔ

ｆ
G＝0～2

ｆ＝ｔ／4

Ｔ形突合せ継手余盛

ｔ＞19

のど厚ｔmm 余盛の高さmm

1

2

3

4

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

6

7

θ＝45°

のとき4mmとする）

ｆ≧0.5mm（ただし、ｔ≧15mm

G＝0～2

ｔＲ≦2

ｆ

（裏はつり後裏溶接）

5
1

削り面

ｒ

スカ－ラップ

ｒ＝30～35mm

ｔ1

G＝0～2

（裏はつり後裏溶接）

ａ

ｔ2

●　両側に補強スミ肉溶接を付加する　
ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

6＜ｔ＜19mm

ｔＲ≦2

ｆ

θ

G

25mm以上

ｔ1

Ｌ Ｌ

溶接姿勢

ＭＣ ＮＧＣ ＧＣ

Ｆ．Ｖ

θ G ｔ1 Ｌ θ G ｔ1 Ｌ

45°

35°

35°

 6  6

 9

 9

 9

 5

 8

 6

 9

 9

 9

 5

 8

45°

35°

45° 5  5

 6

 6 9

ｆ＝ｔ／4

φ

Ｂ

ｔ

Ｓ
θ

φ Ｂ Ｓ

 9

13

16

19

22

25

寸法（mm）

 7

 8

 9

10

11

12

 4

 4.5

 5

 6

 7

 8

8

●　フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

●　9mm～16mmは、1パス以上、19mm以上は、2パス以上とする

　　溶接棒角度θは、30゜～40°とする

Ｋ形の場合

フレ－ト

○　溶接番号を　　中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）

80以下

1
5
0
以
下

内ダイヤフラム

25以上かつ

エンドタブが互に

あたらぬこと

内ダイヤフラム

1
0
0
以
上

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

ガス抜き

φ＝20

2
5
以
上

25以上
Ａ Ａ

Ａ Ａ

θ

フランジ柱のＲに

接しない事

内ダイヤフラム

●柱が途中で折れる場合

及び梁成が異なる場合

ｔ

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

θ＝75°～105°

大梁が斜めの場合

は溶接と添板との内

側板に注意のこと

4

4

4

4

1

4

44

1

1

4 4

Ａ Ａ

Ａ Ａ1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
スカ－ラップ部分は

回し溶接する

1

1

1

1

1

1

根巻の場合

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長　（単位mm）

術検定試験に合格し引続き半年以上溶接に従事している者とする

（５）　塗装

ｔ≦4

4＜ｔ≦12

12＜ｔ≦19

ｔ＞19

ｔ≧19mm

ｔｍｍ

6＜ｔ＜12

12≦ｔ≦19

ａ＞4mmの場合

平継手で板厚が異なるとき

４

１

７

４

７

１

７

７

４

3

4

4

7

4
4

7

4

4 4

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

4

※

4

※

※

※

※

※

※

※

※ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、1 3 ～ 5 とする。

鋼材の種別 溶接条件

JIS Z 3211,3212,3214

入熱(KJ/cm) ﾊﾟｽ温度差(℃)

YGW-11,15

YGW-18,19

YGA-50W,50P

YGA-50W,50P

YGW-18,19

YGW-11,15

JIS Z 3212,3214

400Ｎ級鋼

490Ｎ級鋼

40以下 350以下

350以下40以下

30以下 250以下

350以下40以下

とする。5～31 ※ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、

４

※ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、1 2 ～ 5 とする。
〈柱材料：ＢＣＲ295、ＢＣＰ325を使用する場合〉

ダイヤフラムはＳＮ490Ｂ･Ｃ、ＳＭ490同等以上の鋼材を使用すること。

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップ以上とすること。※

※

※

※

※

※　はりフランジは、通しダイヤフラム７

の厚み（ｔ）の内部で溶接すること。

とする。5～32 ※ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、

2※

※2

1
4
6
.
8

ｒ10

ｒ35 裏当て金

47.2
θ

θ：開先角度
Ｇ：ルート間隔

但し梁成がＤ＝150mm未満の場合のスカ－ラップはｒ＝20mmとする

※ ※

とする。5～31 ※ｔ＞16ｍｍの場合の溶接は、 2 または

※※ 印は設計者が記入すること。

※※
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（１）　ボルトピッチ（Ｐ）、 ボルト穴径・最小縁端距離

（２）　ピン接合梁継手リスト

呼び
ボルト

穴径

ピッチ（Ｐ）

（１） （２） （３） (2)(3)の標準 最小 標準

Ｍ16

Ｍ20

Ｍ22

Ｍ24

40

50

60

55

28

34

38

44

22

26

28

30

40

40

40

45

40

50

55

60

60

60

60

70

（注）　（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｅ ｅｅ
PL-(2)

PL-(1)
1

（片側）
Ｎ

ｅｅ

1

Ｎ

ｐ ｅ
ｅ

PL-(1)

1

ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－１

符号 タイプ 部材 ＰＬ－（１）

（片側）

PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)

5
ｅ ｐ ｐｅ ｅ ｅ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

Ｎ2

（片側）Ｎ1

ｅｅ ｅｅ
5

PL-(3)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

ＰＬ－（1） ＰＬ－（2） ＰＬ－（3）

フランジ ウェブ

部　　材符　号

Ｎ－径

Ｎ1－径 Ｎ2－径

（注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

（４）　ハンチ部の継手 フランジ及ウェブ厚の差のある場合

Ｗｔ1 Ｗｔ2

Ｆｔ1

Ｆｔ1

Ｆｔ2

Ｆｔ2

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレ－ト

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による
Ｆｔ1－Ｆｔ2
Ｗｔ1－Ｗｔ2

≧１ｍｍフィラ－プレ－ト併用のこと

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
内
Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｎ１

Ｂ１≦250

B1

B2 B2

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
内
Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｎ１

B1

B2 B2

ｅ
ｅ

ｅ

45

ｅＬ Ｌ

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
内
Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｎ１

B1

B2 B2

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

Ｌ

Ｂ１ Ｂ２

150

175

200

250

300

350

400

60

70

80

100

115

140

170

Ｂ１＝300 Ｂ１＝350（400）

40 150 40 70 140 70 (90)(90)

4

Ａタイプ

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝250ｍｍ

以下とする

35以上
35以上

エ
レ
ク
シ
ョ
ン
ピ
－
ス

4

1

1

Ｂ１≦150

ｐ

ｅ ｅ

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

ｅ

Ｌ

ｐ
ｅ

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

Ｌ

ｅ ｅｐ ｐ

Ｂ１≦300

P
L-
(1
)

P
L-
(3
)

P
L-
(3
)

P
L-
(1
)

P
L-
(2
)

ＰＬ－（1） ＰＬ－（2） ＰＬ－（3）

フランジ ウェブ

部　　材符　号

Ｎ1－径 Ｎ2－径

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

4 4

Ｂタイプ Ｃタイプ

（６）　鉄筋ブレ－ス （ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ5540～5542…1982）

（ａ）羽子板ボルト

Ｍ12 Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24ねじの呼び（ｄ）

最　　　大

最　　　小

軸径ｄ1

調整ねじの長さ　　Ｓ

取付ボルト穴径
Ｒ

はしあき（最小）　　 （2）　ｅ1

切板製

平鋼製

（最小）
（1）　ｅ2

板厚　　ｔ

（最小）
（1）　ｅ2

板厚　　ｔ

ボルト端から取付ボルト

穴心のあき（最小）
　　　ｅ2

溶接長さ（最小）

取付ボルト

（2）

ねじの呼び

本　　数

種　　類

Ｍ12 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22Ｍ16 Ｍ20 Ｍ20

 2 1 1 1 1 1 1

ＪＩＳ　Ｂ　1186　２種高力ボルト（Ｆ10Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　1180　中8ｇ　10.9

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

17 21.5 21.5 23.5 21.51713

35 40 45 50 50 55 50

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 9 9 9 9

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

注　（１）ｅ1､ｅ2が確保されていれば形状は自由でよい

　　（２）羽子板と、ガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（ｂ）形鋼ブレ－ス

符号 部材 ＰＬ－（１） Ｎ－径

R ｅ
2ｄ

1

ｄ

長さ

羽子板ボルト

ｔ

7
ｅ3ｓ

R

ｄ
1

ｄ

長さ

7
ｅ3ｓ

R

ｅ
2

ｔ

ｅ1

ｅ1

ｐ

30゜

1
5

PL－6
11

PL－(1)

Ｎ

ＦＢ－65×9　中ボルトＭ16

形鋼ブレ－ス

（７）　デッキプレ－ト （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

梁との溶接及びコネクタ－

ア－クスポット溶接

16φ ＝ ＠ 200

水平ブレ－ス

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合

ｅ
ｅ≧35ｍｍ

ｅ ｅ

ｅｅ

ｅｅ

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

50-400
1

あて板（非金属）あて板（鉄板）梁上切断の場合

50-200

Ｌ形鋼

ｅ

50-400
1

PL-1.6

50-400

PL-1.6

1

300以下

スラブ端部の補足材

1

50-400
1

PL-3.2

ｅ

600以下

1

L-50×50×6 ＠≦600

50

補足受材

50 30 6

（８）露出柱脚

Ｌ
ｄ

Ｄ

Ｔ

スタッド材

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ

φ13ｍｍ

φ16ｍｍ

φ19ｍｍ

φ22ｍｍ

13.0

12.7

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0

25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9

10.0

 7.9

10.0

 7.9

10.0

 9.5

10.0

 9.5

50,80,100,130

100,130,150

80,100,130,150

80,100,130

（９）頭付きスタッド （ＪＩＳ　1198）

スタッド材の標準形状・寸法

（１０）梁貫通補強

●　計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。

●　φ≦0.4Ｄ

φ

1

1

φ

10 10

1

プレ－ト補強（片面又は両面） パイプとプレ－ト補強（片面）

1

φ

10 10

1

Ｄ

パイプ補強（小径の場合）

1

1

リブプレ－ト補強

（ｍｍ）

PL-(1)

PL-(2)
PL-(3)

PL-(2)
PL-(3)

PL-(1)

Ｎ２Ｎ１

6

２φ

●　梁端部（スパンの　　／10以内かつ2Ｄ以内）は避ける。

ＰＬ－（２）

18

22

24

26

10 10

（３）　剛接合継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（５）　柱継手リスト（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

10

45
10 10

10 10

許容差＋0,－0.5ｍｍ

へりあき

へりあき

＝
 ＠

 6
00

PL 50×6

２
φ

溶接後の長さＬ

呼び＋5

35

32

4d/3

28

26

9d/5

54

49

Ｍ34以上

Ｍ30

Ｍ27

ア
ン
カ
｜

ボ
ル
ト

アンカーボルト径　( d ）

10

ＴＹＰＥ－３

PL-(1)

ｅ
ｅ Ｎ

1

ｅｅ P

H-100×50　及び H-175×75の場合

ベースプレートアンカーボルト
部　　　　　材符　号

径 Ｌ 本数 厚 Ａ Ｂ ｇ
備　　考

（a）　H形鋼（ピン接合）

（b）　固定・半固定（許容応力度等計算を行わない場合）

座金

二重ナット等の戻り止め

注）表は３．(1)の（e）欄に示す

ベースプレート厚≧1.3d

アンカーボルト径（d） 縁端距離（ボルト孔の径に応じ

表に示す数値以上）

総和≧柱断面積×0.2

アンカーボルト断面積の

アンカーボルト孔径≦ｄ＋5mm

アンカーボルト（定着長さ）２０ｄかぎ状に折り曲げる等の措置）

●　φ’は補強筋の穴径を示す

φ
’

φ
’

1

プレート補強の板厚

スリーブ径

φ ≦ 0.15D

φ ≦ D/4

φ ≦ D/3

φ ≦ 0.4.D

Web板厚以上（片面）

補強板不要

Web板厚×1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

補　強　板

部材リストによる

部材リストによる

ｒ＝8ｔ以上

ｒ：半径　　ｔ：板厚

14 603040182230Ｍ12
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200

750350

750750 600600

650250

2
,
0
0
0

1
,
8
0
09
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
5
0
05
5
0

9
5
0

7001,100

7
0
0

1
,
1
0
0

550950

450850

1
,
7
0
0

1
,
0
5
0

6
5
0

2
,
0
0
01
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,700

6501,050

1
,
5
0
09
5
0

5
5
0

1
,
7
1
5

5
8
0

a
a'

梁側面増打コンクリート示す

ELVピット　ＣＬ＝ＧＬ-1200

Ｄ13-＠200（タテ・ヨコ　シングル）

土間コンクリート　ｔ＝150

F3

1,300

3
,
0
4
5

2
,
0
4
5

F
G
6

F
G
6

F
G
1 4
,
2
4
0

2
0
0

2
0
0

FB1

F
B
1

F
G
6

FG3

FG6

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
6

F
G
1

FG4

FG1FG6

FG2FG3

FG2

FG4

F
4

F
7

F
7

F
3

F
3

F2 F2

F6

F6 F6

F
5

F
1

F
2

F2

F
1

F
5
A

Ｆ
5

Ｆ4A

Ｆ1

Ｆ1

FS1

3,6402,3551,795

2
,
6
1
0

1
,
6
3
0

X4X3X1X0

X4X2X0AX0

Y3A

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

2
,
2
6
5

1,6402,000

2
,
1
7
5

2007,790200

2002,730

200

200

2
0
0

1
8
,
2
0
0

4
,
4
4
0

5
,
0
9
0

3
,
0
1
0

5
,
6
6
0

8,700

3,6408,190

11,830

1
,
9
9
5

2
,
4
4
5

1
8
,
2
0
0

5
,
0
9
0

5
,
4
6
0

2
0
0

4
,
4
4
0

5
,
0
9
0

3
,
0
1
0

5
,
6
6
0

11,830

2,7309,100
基礎伏図　Ｓ＝1/100

ＦＢ1
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1-Ｄ13

Ｇ.Ｌ

Ｄ10-＠400

Ｄ10-300

D13-@200

D10-@250

1
5
0

1
0
0
5
0
2
5
0

350

1,500

Ｆ1

750 750 900900

Ｆ2

1,800

350

2
5
0

5
0

1
0
0 1
5
0

D13-@200

D10-@250

Ｇ.Ｌ

175175

450450

Ｆ3

900

350

2
5
0

5
0

1
0
0 1
5
0

D10-@250
D13-@200

Ｇ.Ｌ

7050

1,050650

Ｆ4

1,700

350

2
5
0

5
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1
0
0 1
5
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D13-@200

Ｇ.Ｌ

7050
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Ｆ5A

1,300

350

2
5
0

5
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1
0
0 1
5
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D10-@250

D13-@200

Ｄ10-＠250

Ｄ10-＠400

Ｇ.Ｌ
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7050 175 175

Ｇ.Ｌ
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D13-@200

1
5
0

1
0
0
5
0

2
5
0

350

2,000

Ｆ6
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基礎詳細図　Ｓ＝1/30
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▽
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▽
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250 650

▽
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850 850
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一級建築士大臣登録第103960号
金子　久男

ＦＧ2

3-Ｄ22

4-Ｄ22

3-Ｄ22

3-Ｄ22

ロ-Ｄ10＠175

2-Ｄ10・Ｄ10-＠1000以下

内端部 中央全断面

ロ-Ｄ10＠175

3-Ｄ22

3-Ｄ22

ＦＧ1・FG5

形状

位置

符号

腹筋・幅止め筋

ＳＴＲ

下端筋

上端筋

350

1
,
1
5
0

5
0設計GL

5
0

1
,
1
5
0

350 350 350

外端部

3-Ｄ22

4-Ｄ22

5
0

1
,
1
5
0

350

ＦＧ3

3-Ｄ22

4-Ｄ22

ロ-Ｄ10＠175

全断面

ロ-Ｄ10＠175

3-Ｄ22

4-Ｄ22

ＦＧ4

350

1
,
1
5
0

5
0

350

1
,
1
5
0

5
0

全断面

ＦＧ6

3-Ｄ22

3-Ｄ22

ロ-Ｄ10＠175

350

ＦＳ1

1
,
2
0
0

2
5
0

5
0

1
0
0

ＦＳ1　梁下増打ちコンクリート部

ＦＳ1　梁下増打ちコンクリート部

土間コンクリート

設計GL

上端筋

下端筋

ＳＴＲ

腹筋・幅止め筋

符号

位置

形状

ＦＢ1

全断面

300

1
,
1
5
0

5
0

3-Ｄ22

3-Ｄ22

ロ-Ｄ10＠175

300

ＦＳ1

1
,
2
0
0

2
5
0

5
0

1
0
0

ＦＳ1　梁下増打ちコンクリート部

土間コンクリート

地中梁リスト S＝1/30

ＦＳ1　梁下増打ちコンクリート部

×

× ×

× ×

×

Ｄ13-@200

Ｄ13-@200

Ｄ13-@200

Ｄ13-@200

1
,
2
0
0

ＦＳ1リスト（ELVピット）

2-Ｄ10・Ｄ10-＠1000以下

1
,
1
5
0

35075

5
0

3
0
0

1
0

×

4
5
0

× × × × × ×

120
2-D13

Ｄ13-@200

Ｄ13-@200

D10-＠175

D10-＠200

立上り壁、土間コンクートリスト

補強筋2-Ｄ19

ＳＴＲ　U-D10-@175

採石　ｔ＝100

防湿シート：ポリエチレンフィルムｔ＝0.15

ＳＴＲ　U-D10-@175

補強筋2-Ｄ19
300

350

× × ×

×

×

×

×

×××××× ×

× × ××× × ×

× × × ×××

1,740580

9
8

2
5
0

9
0
0

5
0

設計GL

Ｄ13-＠200（ELＶピット部のみ）

2
5
0

5
0

1
0
0

2,470

ＦＳ1

ELVピット

9
8設計GL

1CL

1
5
0

1
0
0

Ｆ2

ＦＢ1

1
5
0

（地中梁上防湿シートなし）

FG5立上壁なし

350

端部 中央

3-Ｄ22

3-Ｄ22



一級建築士大臣登録第103960号
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620

6
2
0

620

6
2
0

1
,
1
5
0

9
0

以
上

6
5

3
0
2
8

. .. ... .... . .. ..

無収縮モルタル

3
2

5
0
1
7
5

1
7
5
5
0

4
5
0

50 175 175 50

450

6
2
0

定着板

ｔ＝16ｘ90ｘ9
ｔ＝16ｘ90ｘ9

定着板

6
2
0

450

5017517550

4
5
0

5
0

1
7
5

1
7
5

5
0

3
2

（露出型柱脚）

無収縮モルタル

. .. .... ........

450ｘ450ｘ32（SN490B)

8-M27(SNR400B)

8-D22(SD345)

620×620 

D13@100(SD295)

□-250×250×12

2
21N/mm 以上

□-250ｘ250ｘ12□-250ｘ250ｘ12

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

フープ筋

立上り筋

コンクリート柱断面

アンカーボルト

以上21N/mm
2

ベースプレート

柱部材 □-250×250×12

2
8

3
0

D13@100(SD295)

620×620 

8-D22(SD345)

断 面

S=1/30

8-M27(SNR490B)

6
5

以
上9
0

1
,
1
5
0

450ｘ450ｘ32（ＳＮ490Ｂ）

□-200ｘ200ｘ9

4
0
0

2
8

無収縮モルタル

..... ...

5
0
1
5
0

1
5
0
5
0

4
0
0

50 75 75 50

250

. ..... ..

□-200Ｘ200Ｘ9

4-M20(SS400)

400ｘ250ｘ28（ＳＮ490Ｂ）

設計GL

2,470

1
0
0 5
0

2
5
0

5
0

9
0
0

2
5
0

350
300補強筋　2-Ｄ19

ＳＴＲ補強　U-D10-@175 40
d=
76
0

4
0
d
=
7
6
0

　梁下増打ちコンクリート部

ＦＧ6

ELV　梁下補強筋形状図

3
0
0

5
0

5
0

5
0
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内ダイアフラムとする部分で、大梁の位置は柱のＲ部分の曲げ半径分逃げた位置とする*

*継ぎ手は部材リストによる。

*ダイアﾌﾗﾑは接合される板圧の2サイズ上の厚みとする
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通り鉄骨詳細図　　Ｓ＝1/40

内ダイアフラムとする部分で、大梁の位置は柱のＲ部分の曲げ半径分逃げた位置とする
*
*継ぎ手は部材リストによる。

*ダイアﾌﾗﾑは接合される板圧の2サイズ上の厚みとする



Ｈ型鋼材：ＳＳ400、ただし柱から継手までのＨ型鋼ＳＮ490Ｂとする。
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50

50施
各谷１箇所

Ｅデッキ

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

　　　コンクリ－トが漏れる恐れがある場合はデッキ重ね部を溶接する。

（ａ）デッキ相互をカン合または重ね合わせにより接合させながら敷込む。（接合部で幅調整をしてはならない。）

敷込み・仮止め

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

（ｂ）デッキプレ－トは梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイヤで傷つけないようにする。

工法・工程・割付け計画をたてる。

デッキ山部

（図１）

割付け計画

工

設計仕様 に該 当する□内に レ印にて記入 して下 さい。 （［ ］内の場合数値等 を記入 して下 さい。）

□ EZ50    □ EZ75    □ EV50    □ EUA

スラブ記号 ＤＳ１［　　］

ス

合成スラブの断面構成（共通） 連　続　支　持 単　純　支　持

許容荷重許容ｽﾊﾟﾝ

Ｓ造用

普　通

(m)

耐火補強筋

タイプ

吹付け

ロックウ－ル

被覆耐火構造

＜注意事項 ＞

径、長さ、ピッチは構造図による。

600

EUA

デ ッキプ レー ト形状 ・寸法

614

EV50

EZ75

EZ50

大梁

（大梁・小梁）

鉄骨梁
合成デッキ

（スーパーＥ・Ｅデッキ） 鉄骨梁
鉄骨梁

溶接金網又は異形鉄筋

＊梁の耐火被覆は、

コンクリート

（普通・軽量）

合成デッキ（スーパーＥ）

溶接金網又は異形鉄筋

｛

ピッチ 600以下

150

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰSEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF DPF

システム部品

幅調整板

75

50

75

注２）※２）印の2段配筋仕様は、 EV50 と EUA のみに適用します。この仕様では異形鉄筋を用いることはできません。

注４）スパンが3.4ｍを超えるときは、頭付きスタ ッド(径16ｍｍ以上、ピッチ＠300ｍｍ以下）を使用してください。

注５）鉄筋比は、デッキプレ－ト山上の断面積に対して0.2%以上としてください。特に増し打ちの場合は注意してください。

注８）許容スパン内で、コンクリ－ト打設時に支保工が必要になる場合がありますので注意してください。

注６）許容積載荷重は、原則として建築基準法施行令85条に記載されているものに、天井、床等の仕上げ荷重を加えたものです。

注７）許容スパンとは、S造の場合は梁芯間距離、RC・SRC造の場合は梁内法距離です。

２段配筋

　タイプ

（単純支持）

厚さ(mm)

法定基準値 施工管理基準値

厚さ(mm) かさ比重かさ比重

合成スラブ

吹付けロックウ－ル

　　　注）溶接の目安　スパン2.0m以下：不要、2.0～2.5m：１箇所、2.5m以上：２箇所

（ｃ）デッキと大梁との接合ができるように、デッキ山部が梁上にこないように納める。（図１）

１時間

２時間

床および

床・天井

15

20
0.3 以上

20

25
0.34 以上

耐火性能構造部分 通則指定番号

（平均値）（平均値）

30

接合位置は特記による。

（ｅ）焼抜き栓溶接の溶接条件及び溶接機器仕様

件

条

接

溶

準

標
梁フランジ板厚(mm)

溶接　電圧(V)

溶接　電流(A)

溶　接　機

溶接棒及び溶接材料

アークタイム(sec)

項目

溶接作業者資格

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与えたりしない。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

養　生

（ｃ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ｂ）設計コンクリ－ト厚さを確保する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図５）

（ｂ）コンクリ－トかぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

溶接金網又は異形鉄筋

開口部補強

インサ－ト工事・配管・配線

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

1.2～1.6

190～230

6 以上

18 以上

8～12

溶接方法

構造認定を受けた

発射打込みびょうメーカー

日本ヒルティ（株）

日本ドライブイット（株）

すみ肉溶接

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

デッキと梁との接合

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ｄ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

焼抜き栓溶接又は

(大梁)接合部2個所

各谷1箇所

スーパー

Ｅデッキ

ピッチ

（図２） デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向

33～35 33～35

２度打ち１度打ち

専用溶接機(350A)

3.0～4.0 3.5～4.0

JIS Z 3841　基本級以上

34～36

２度打ち

4.0～4.5

34～36

１度打ち

3.5～4.5

25±3

自動焼抜き栓溶接(APW)

1.2 1.6

25±3

1.2～1.6

10～18

焼抜き栓溶接(PW)

低水素系溶接棒φ4mm

交流アーク溶接機AW250A以上

又はエンジン溶接機230A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

JIS Z 3841基本級以上

230～250

低水素系溶接棒φ4mm

交流アーク溶接機AW300A以上

JIS Z 3801 基本級以上

エンジン溶接機280A以上

6～9未満

270～300

9 以上

300～320300～320 300～320300～320

注３）耐火補強筋はD13以上を使用してください。

＊梁の耐火被覆は、必要に応じて行う。

（図４）

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。標準仕様書（２／２）を参照。

（図３）

（図４）

（図５）

30

溶接金網又は異形鉄筋

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

重ね代　200又は150mm以上

50mm以上

計

耐

設

火

料

資

計

設

コンクリート（普通・軽量）

耐火補強筋 D13

1

2

3

4

1 0

7

5

6

8

9

１．ア－ク発生

25mm
以上

溶接棒

２．デッキ焼抜き ３．押し込み・溶着 ４．整形

そっと引き上げる

合成スラブの設計・施工は（社）鋼材倶楽部編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」、（社）日本建築学会編「各種合成

構造設計指針・同解説」、（社）日本建築学会編「建築工事標準仕様書・同解説のうち　ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリ－ト工事

及び ＪＡＳＳ６ 鉄骨工事」、合成スラブ工業会編「通則的耐火指定・無被覆耐火構法 合成スラブの設計・施工マニュアル」、

日鐵デッキプレ－トカタログ及び設計・施工便覧による。

日鐵ス－パ－Ｅデッキ （日鐵建材工業株式会社）

発射打込みびょう

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

(溶接ピッチ)

SPW

PW･APW

7,350 11,025

1.2mm 1.6mm

7,350 10,290

デッキ板厚

※１

□ 600mm

□ [      ]mm

(N/㎡)

※（ｈ）項のせん断
耐力／個を参照

□ [      ]mm

□ 600mm

耐力／個を参照
※（ｈ）項のせん断

□ 1.2     □ 1.6

□ Z12     □ Z27     □ 無し    □ [       ]

□ 普通    □ 軽量１種   □ 軽量２種

□ 18      □ 21      □ [          ]

□ 70      □ 80      □ 85      □ 90

□ 95      □ 100     □ [          ]

□φ6-150  □φ6-100  □ [                  ]

□ D10-200 □ [                             ]

□ SEｽﾍﾟｰｻｰ       □ SEﾊﾝｶﾞｰ

□ ｴﾝｸﾛ           □ 小口ﾌｻｷﾞ

□ 頭付きｽﾀｯﾄﾞ □ 焼抜き栓溶接 □ びょう打ち □ その他

種類

板厚 (mm)

表面処理

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

２時間

１時間

種類

注記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

耐火構造

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

構造認定を受けた発射打込みびょう梁とデッキとの接合はアークスポ

を使用すること。ット溶接等による。

（焼抜き栓溶接は不要）

ＤＳ２［　　］ ＤＳ３［　　］

ｺﾝｸﾘｰﾄ

の種類 の種類

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

の厚さ

(ﾃﾞｯｷ山上)

ｺﾝｸﾘｰﾄ

または

異形鉄筋

溶接金網

Ｓ造用 RC･SRC造用

(m)

許容ｽﾊﾟﾝ 許容荷重

(N/㎡) (m)

許容ｽﾊﾟﾝ 許容荷重

(N/㎡)

※２

耐火

時間

EZ50 95以上 2.7以下 2.7以下 2.7以下

3.4以下90以上

EZ75

3.4以下 3.4以下

3.6以下D10-20095以上 －－－ －－－

2.7以下

または

85以上EZ50

軽  量

2.7以下

3.4以下D10-20085以上

EZ75

3.4以下

3.6以下D10-20090以上 －－－ －－－

3.0以下80以上EZ50

普　通

2.7以下 2.7以下

3.4以下80以上

EZ75

3.4以下 3.4以下

3.6以下
φ6-100

90以上 －－－ －－－

3.0以下80以上EZ50

軽  量

2.7以下

3.4以下80以上EZ75 3.4以下

100以上

EV50
普　通

2.7以下

3.0以下EUA

2.7以下

90以上

EV50

軽  量

3.0以下EUA

2.7以下EV50 2.5以下

80以上

EUA

普　通 2.5以下

2.7以下 2.7以下

2.7以下
70以上

EV50

軽  量

2.7以下EUA

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

－－－ －－－

１時間

２時間

１時間

２時間

｜

パ

｜

Ｅ

デ

ッ

キ

デ

キ

ッ

Ｅ

（単位：Ｎ）

(mm)

□ Z12     □ Z27     □ 無し    □ [       ]

□ D10-200 □ [                             ]

□φ6-150  □φ6-100  □ [                  ]

□ 18      □ 21      □ [          ]

□ SEｽﾍﾟｰｻｰ       □ SEﾊﾝｶﾞｰ

□ 95      □ 100     □ [          ]

□ 70      □ 80      □ 85      □ 90

□ 普通    □ 軽量１種   □ 軽量２種

□ 1.2     □ 1.6

□ EZ50    □ EZ75    □ EV50    □ EUA

□ ｴﾝｸﾛ           □ 小口ﾌｻｷﾞ

□ EZ50    □ EZ75    □ EV50    □ EUA

□ ｴﾝｸﾛ           □ 小口ﾌｻｷﾞ

□ 1.2     □ 1.6

□ 普通    □ 軽量１種   □ 軽量２種

□ 70      □ 80      □ 85      □ 90

□ 95      □ 100     □ [          ]

□ SEｽﾍﾟｰｻｰ       □ SEﾊﾝｶﾞｰ

□ 18      □ 21      □ [          ]

□φ6-150  □φ6-100  □ [                  ]

□ D10-200 □ [                             ]

□ Z12     □ Z27     □ 無し    □ [       ]

φ6-100

D10-200

φ6-100

または

D10-200

φ6-150

または

D10-200

φ6-100
または

φ6-150
または

D10-200

または
φ6-150

D10-200

または
φ6-150

D10-200

または
φ6-150

D10-200

50 50

(小梁)

中間1個所 接合部2個所

9 以上6～9未満 9 以上6～9未満

10mm以上

※溶接位置等は特記による

30

40

50

  必要に応じて行う。

＊梁の耐火被覆は、
  必要に応じて行う。

30

15

溶接金網（２段配筋）床全面

合成デッキ（Ｅデッキ）コンクリート（普通・軽量）

50 50

30

40

150

合成デッキ（スーパーＥ）

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート（普通・軽量）

耐火補強筋 D13

30

150

30
（又は鉄骨鉄筋コンクリート梁）

鉄骨梁

鉄骨梁

鉄骨梁

鉄骨梁

鉄筋コンクリート梁

600

600

50

150

50

スパン

スパン

スパン

スパン スパン

EZ50

ｽｰﾊｰE

ｽｰﾊｰE
EZ50

注１）※１）印に示す許容荷重（許容積載荷重：ＷFL）は、スパン毎に下記式に従って算出してください。

設計基準強度 (N/mm2)

ワイヤ：YGW11、12　φ1.2　ガス：CO2

デッキ板厚(mm)

又は D10-200

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

□ 塗装（一次塗装：JIS K5621相当品、裏面のみ） □ 塗装（一次塗装：JIS K5621相当品、裏面のみ） □ 塗装（一次塗装：JIS K5621相当品、裏面のみ）

合成スラブ設計 ・施工標準仕様書 （１／ ２）

（FP120FL-9114：耐火補強筋タイプ）（FP120FL-9108）

（FP060FL-9096）

（FP120FL-9108）

（FP060FL-9096） （FP060FL-9102：２段配筋タイプ）

（FP060FL-9102：耐火補強筋タイプ）

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400以下

5400以下

4400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

5400～9800

4400～9800

3500以下

3500以下

3500以下

3500以下

3900以下

3900以下

3900以下

3900以下

2900以下

3500以下

2900以下

a) EZ50タ イプの場合：ＷFL= 5,400×(2.7／L)2、かつ 9,800N/m2以下。ただし、Lはスパンを表す。

b) EZ75タ イプの場合：ＷFL= 5,400×(3.4／L)2、かつ 9,800N/m2以下。ただし、Lはスパンを表す。

FP060FL-9096，FP120FL-9108
FP060FL-9102，FP120FL-9114

に適合しない場合

FP060FL-9102

又は

（単純支持）

又は

（連続支持）

□ FP120FL-9108・9114  　□ [　　　　      ] □ FP120FL-9108・9114  　□ [　　　　      ] □ FP120FL-9108・9114  　□ [　　　　      ]

□ FP060FL-9096・9102 　 □ [      　　　　] □ FP060FL-9096・9102 　 □ [      　　　　] □ FP060FL-9096・9102 　 □ [      　　　　]

（認定番号）

（認定番号）

（認定番号）

（認定番号）

4400以下

FP060FL-9102

FP120FL-9114

FP060FL-9096

FP120FL-9108

耐火構造

FP060FL-9128

FP120FL-9129
FP060FL-9128

FP120FL-9129

新・焼抜き栓溶接(SPW)

□ SPW   ：溶接径 18mm以上

□ PW･APW：溶接径 25mm

（g）焼抜き栓溶接１個所当りせん断耐力

溶接径(mm)

同等

注９）この耐火指定条件に適合しない場合は、耐火認定　FP060FL-9128，FP120FL-9129（吹付けロックウ－ル被覆耐火構造）を使用してくださ い。



★スーパーＥデッキとＥデッキで合成スラブの開口補強方法が異なる。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。

ｃ：D10(上端)

図１ （φ150mm程度） 図２ （幅300mm程度）

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、ウェブに

　　かからない場合は補強の必要はない。

ロ）開口部がデッキプレートの

　　レートあるいは山形鋼によ

　　る補強を行う。

ｃ；D10（上端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ａ；D16（上・下端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ａ；D22（上・下端）

ａ；D13（上・下端）

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ａ；W寸法による。（Ａ）-1．項参照

（Ａ）箱抜きで開口が独立している場合

ａ）溝配筋方法

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続支持条件などの通則的耐火指 定による条件に留意する。

（Ａ）箱抜きの場合

１．開口が独立している場合

ａ）φ150mm程度 ｂ）□-300mm程度 ｃ）□-600x900mm程度

２．開口が連続している場合

ａ）φ150mm程度 ｂ）開口群

注）スパンがほぼ均等な連続支持合成スラブの場合のみに限る。

梁端部の納まり

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

注：合成スラブの補強として、開口補強（ｃ；D10）は行う。（イ，ロ共通）

・定着長さ；開口端より40D以上

・かぶり　；30mm以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上

　　　　ｃ；開口補強、D10以上

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

・耐力補強筋の所要断面積；

ａｔ＝
M

ｆｔ・ｊ

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

　　増加曲げモーメント

n 1

ａd D16

2

D19

3

D22 or 2-D16

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ａd ： 所要鉄筋サイズ

　　・耐火補強筋　ｄ；

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

（Ａ）設計上の留意点

１．小梁の剛性を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(図1,2)

　　ウェブにかかる場合は、プ

（Ｂ）φ１１０ｍｍ程度で開口が独立している場合（先孔あけ）

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

３．スパン～スラブ厚比を小さくし、配筋量を大きくする。

（Ｂ）施工上の留意点

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

　　（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

１．φ150mm程度（図１）

２．やや大きい開口の場合（開口幅が300mm程度）（図２）

    ・合成スラブの開口補強（ｃ；D10、上端）は行う。

日鐵ス－パ－Ｅデッキ仕様の（Ｂ）項に依る。

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

イ）開口間の内法寸法≧３×開口径

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

    ・山形鋼による補強を行い、切り欠き欠点のないデッキプレート

    山部にかかるように長さを充分とる。

・大梁上の補強（例）

補強筋 D10-200

クラック

図１

・柱廻りの補強（例）

図２

クラッククラック

補強筋 D13

ｃ

ｃ

b

ａ

ｂ

ｂ

ｃｃ

ａａ

Ｌ

W

≧40D

≧40D

ａ；かぶり30mm以上

ｃ ａ ｂ

壁
コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

デッキ受材

壁

梁耐火被覆

Ｅデッキ

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート
壁

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

Ｅデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

現場切断

Eﾃﾞｯｷ

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

壁
コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

Ｅデッキ

RC梁 又は SRC梁

普通コンクリート

溶接金網又は

スーパーＥデッキ

RC梁

デッキ

エンクロデッキの場合の納まり

梁型枠

溶接金網又は異形鉄筋

普通コンクリート

RC梁

スーパーＥデッキ

RC梁 又は SRC梁

フラッシング

ａ ａ

梁幅

ａ～ａ断面図

デッキ切断、柱へののみ込みなし

フラッシング

コンクリート止め

スーパーＥデッキ

梁耐火被覆

Ｅデッキ

スーパーＥデッキ

梁耐火被覆

Ｅデッキ

スーパーＥデッキ

Ｅデッキ

スーパーＥデッキ

梁耐火被覆

梁耐火被覆

スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

スーパーＥデッキ スーパーＥデッキ

梁耐火被覆

梁耐火被覆
梁耐火被覆

梁耐火被覆

ﾃﾞｯｷ受材

現場切断

（デッキ）

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

コンクリート

耐火補強筋 D13

普通コンクリート

小口ふさぎ

耐火補強筋 D13

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

耐火補強筋：D13（デッキ各溝）

スーパーＥデッキ

A B

小口ふさぎ

端部補強筋：D13・L=1.0m

端部補強筋Ｄ１３

フラッシング

Ａ－Ａ断面図

フラッシング

Ｂ－Ｂ断面図

耐火補強筋 D13

スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

スパンスパン

Ｓ梁

耐火被覆
スーパーＥデッキ

耐火補強筋 D13

釘打

小口ふさぎ

小口ふさぎ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー：ピッチ1.0m以下
耐火補強筋耐火補強筋

デッキ柱廻り切欠き
柱型枠

ｃ ａ

ｂｃａ

ｄｄ

ａt 又は ａd の大きい方

ｃ

ｃ

アングル

柱

デッキ受材

梁

ａ ａ

柱止りデッキ切欠き

柱
デッキ

梁耐火被覆

ａ－ａ断面図

t

開口（Ｗ）

耐火補強筋：D13

耐火補強筋：D13

梁幅

アングル

コンクリート

コンクリート

又は頭付きスタッド 又は頭付きスタッド 又は頭付きスタッド

又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

又は頭付きスタッド

FB65x9等

D13

又は頭付きスタッド

D13

（デッキ各溝）

又はSRC梁

梁へ定着:150mm以上

梁にのみ込み:30mm

異形鉄筋

プレート

又はSRC梁

（デッキ各溝）

木材等

（デッキ各溝）

柱へののみ込みなし

（連続支持）

各溝１本づつ

梁にのみ込み 30mm

梁に150mm以上定着

30mm

40mm

150mm以上

30mm30mm

30mm

40mm

30mm のみ込み

30mm

40mm

150mm以上

10mm以上

10mm以上

850mm

30mm

150mm以上

30mm以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう 焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

小口ふさぎ

溶接金網又は

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

幅調整金物

焼抜き栓溶接、

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

デッキ受材

ＦＢ６５×９等

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

50mm以上50mm以上

150mm

A B

≧40D

耐火補強筋を切断

補強長さ

開口幅

補強長さ

200mm以下

10mm以上

10mm以上

W≦600mm

50mm以上

又は頭付きスタッド

L-30x30x3

重ね代45d以上

スーパーＥデッキ

Ｅデッキ

異形鉄筋 D10@200以下

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

溶接金網

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

横筋

スーパーＥデッキ

Ｅデッキ

寸法はφ6-150x150を示す

200mm以上

（150mm以上）

コンクリート

普通コンクリート

スペーサー

Ｅデッキ

溶接金網（２段配筋）

スーパーＥデッキ

耐火補強筋 D13（デッキ各溝）

50mm以上 50mm以上

150mm以上

30mm30mm

15mm

30mm

30mm

30mm

30mm

400mm

400mm

FB65x9等

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

Eﾃﾞｯｷ

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

Eﾃﾞｯｷ

ｽｰﾊﾟｰEﾃﾞｯｷ

Eﾃﾞｯｷ

異形鉄筋

溶接金網又は

異形鉄筋

RC梁 又は SRC梁RC梁 又は SRC梁

RC梁 又は SRC梁

RC梁 又は SRC梁RC梁 又は SRC梁

10mm 10mm

ｃ ｃ ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ｃ ｃ ｃ ｃ

ｃ

ｃｃ

ｃｃ

ｃ

ｃ
b

b
b

b

b

b

b

b

ａ

ａ ａ ａ

ａ ａ

ａ ａ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

（幅調整金物）

ｃ；D10（上端）
L≦
900mm









空調機器表

記号

ＡＣ１

名称

空冷ヒートポンプ式

パッケージエアコン

機器仕様

天井カセットラウンドフロー１１２型

冷房能力　１０．０Ｋｗ　暖房能力　１１．２Ｋｗ
室外機圧縮機　

室外機送風機　
室内機送風機　

電源

Φ
3

V
200

W

2030

200
120

合計

4

摘要 参考品番

ＳＺＹＣ１１２ＢＡ

室外機電源

空冷ヒートポンプ式
ルームエアコン

壁掛け型
冷房能力　２．５Ｋｗ　暖房能力　２．５Ｋｗ

室外機圧縮機　
室外機送風機　
室内機送風機　

1 100

600
33
26

Ｓ２２ＬＴＥＳ－Ｗ
室内側電源

ＡＣ２ ４



PS

雨水へ接続

Ｄ

雨水へ接続

雨水へ接続

Ｄ

Ｄ

Ｒ

Ｒ

AC
１

AC
１

AC
１

AC
２

AC
２

Ｄ

Ｒ

Ｒ

２Ｆへ　Ｒ×３

２Ｆへ　Ｒ×３

２Ｆへ　Ｒ×３

雨水へ接続

Ｎ



Ｎ

１

１Ｆ天井裏へ

ＲＲ

Ｒ

Ｄ

１Ｆより　Ｒ×２

１Ｆより　Ｒ×３

２段架台×２ヶ設置

AC

AC

２

AC
２


